
指導教員 年度 論文タイトル

卒業研究 2024 ストレスと攻撃性がキュートアグレッションに与える影響

卒業研究 2024 正立顔の過小評価について顔の傾きが与える影響

卒業研究 2024
書籍における読解初期の動機づけの考察

~読みたいと思える書籍の提案~

卒業研究 2024 顔の不鮮明度強化による顔魅力の上昇について

卒業研究 2024 選択のオーバーロード現象に待機列による焦燥感が及ぼす効果

卒業研究 2024 実輪郭より太い輪郭が見える錯視について

卒業研究 2024 錯視による購買意欲への影響の検証：デルブーフ錯視・バイカラー錯視による購入意思決定への影響

卒業研究 2024 ウェイトトレーニング時に音楽聴取をすることで主観的な疲労度にどのような影響があるか

卒業研究 2024 音声の信頼性

卒業研究 2024 プロ野球観戦の楽しさの研究について

卒業研究 2024 CMの印象が消費者の購買意欲に与える影響――購買意欲を向上させるCMとは――

卒業研究 2024 血液型と性格の関係性について―バーナム効果を用いた検証―

卒業研究 2024
性格タイプと物理的ストレスが選択的注意に与える影響：

ストループ課題と唾液アミラーゼを用いて

卒業研究 2024 挿絵の有無によるフォントの効果の違い：オノマトペを用いた痛みの強度の検討

卒業研究 2024 内受容感覚の精度が表情の感情価及び覚醒度認知に与える影響

卒業研究 2024 認知心理学者が持つ, 研究対象及び知覚対象の存在に関する信念

卒業研究 2024 物語読解におけるネタバレが読者の没入感に与える影響の考察─読者の登場人物への共感に着目して─

卒業研究 2024 周辺視おける絵文字認知：Crowdingと倒立効果を用いて

卒業研究 2024 刺激の入力元の違いが時間評価に及ぼす影響についての検討

卒業研究 2024
利き手とUIデザインの関係性について：

Web アンケートの「OK」「戻る」ボタンを用いた実験を通して

卒業研究 2024 視覚刺激・聴覚刺激を用いたクロノステイシスの実証に関する検討

卒業研究 2024
動画視聴時における速度変化の影響

倍速視聴に着目して

卒業研究 2024 野球中継の映像分析を用いた投手のコントロール研究

卒業研究 2024 心的状態による顔パレイドリアの印象の変化

卒業研究 2024
年齢推定における自己年齢アンカー効果

顔パレイドリアを刺激とした検証

卒業研究 2024 青年期における過剰適応傾向と気遣いとの関連

卒業研究 2024 臨床心理学を学ぶ大学生の守秘義務の解除に対する意識

卒業研究 2024 児童養護施設におけるコグトレの実施と効果の検討

卒業研究 2024 青年期の褒められ経験・叱られ経験が自我形成に与える影響

卒業研究 2024
被虐待児の外在化問題行動に対する効果的なケアの検討

～児童虐待の包括的支援に向けて～

卒業研究 2024 日常の充実感とSNSで承認を求める行為の関連について

卒業研究 2024 児童養護施設入所児への認知機能的介入と有用性の検討

卒業研究 2024 性的問題行動をもつASD児へのアセスメントと支援の検討――個別ワークによる行動変容をもとにした事例検討――

卒業研究 2024 犯罪不安感の起因要因 ―個人属性との関連性―

卒業研究 2024 性犯罪被害者に対する第三者の態度と性役割観の影響に関する研究
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卒業研究 2024 保護司活動継続に寄与する諸要因の検討

卒業研究 2024 被虐待児との接触経験の有無が被虐待児へのイメージや考え方にどのように寄与するのか―KJ法を用いて―

卒業研究 2024 自身の自立と親子関係の関連

卒業研究 2024 食を通して親子の心理的結びつきを強化するためのアプローチ方法の検討

卒業研究 2024 発声におけるフォルマントの違いがイメージされる顔に与える影響—Classification Imageを用いて―

卒業研究 2024 健康な顔は魅力的なのか？ - Classification Imageを用いた検討 -

卒業研究 2024 視覚的な尖り/丸みとピッチの高/低における感覚間協応の検討

卒業研究 2024
共感性とストレス反応の関連

対人ストレスを媒介変数として

卒業研究 2024
発話速度の違いがイメージされる顔に及ぼす影響

-Classification Imageを用いて-

卒業研究 2024 風景画像の視認性が時間知覚に与える影響

卒業研究 2024
フォント・コントラスト変調が読みやすさに与える影響

－ 語彙性判断課題による主観評価の検討 －

卒業研究 2024 顔魅力が知覚時間に与える影響の検討

卒業研究 2024 歩行による移動が拡散的思考に与える影響の検討

卒業研究 2024
Classification imageを用いた観察顔の心的表象の可視化

-目領域の空間周波数の影響-

卒業研究 2024
自分に肯定的および否定的な印象を持っている顔の可視化

－ Classification Imageを用いて －

卒業研究 2024 きょうだい間の比較体験の捉え方が自尊感情の形成に与える影響

卒業研究 2024 大学生の自尊感情が日常的な嘘のつきやすさに与える影響

卒業研究 2024 他者の利益が間違ったルールのルール性制御に与える影響

卒業研究 2024 望む行動に対する強化が大学生の行動的QOLとSNS利用時間に及ぼす効果

卒業研究 2024 洞察瞑想とジャーナリングの手段の違いによる日常ストレスへの効果と影響の差について

卒業研究 2024 大学生の友人関係における学習活動の動機づけ

卒業研究 2024 青年期におけるアイデンティティと対人葛藤方略の関連

卒業研究 2024 フットサル指導における選手に対する否定的フィードバックの作用

卒業研究 2024 大学生におけるコミュニケーションスキルへの介入の効果の検討

卒業研究 2024 他者教授が大学生の学習成績に与える影響

卒業研究 2024
不確実さへの不耐性と意思決定課題との関連

IATとアイオワギャンブル課題を用いて

卒業研究 2024 デフォルト効果の開示が意思決定に及ぼす影響

卒業研究 2024 利用可能性ヒューリスティックにおいて考察方略がバイアス矯正に有効であるか

卒業研究 2024 認知的熟慮性に関係するパーソナリティ特性の研究：エゴ・レジリエンスと批判的思考態度に着目した分析

卒業研究 2024   選択肢の数と期待が満足度に及ぼす影響期待の調整が満足度を緩和する可能性

卒業研究 2024 AI生成物に対するバイアスの検討

卒業研究 2024     類推が問題解決に及ぼす目標構造の同一性と写像類似性の効果 目標構造に含まれる関係の数の及ぼす影響の観点から

卒業研究 2024 発話における目標フレーミングが行動動機づけに及ぼす影響：行動選択における自由度に着目して

卒業研究 2024   心の理論と後知恵バイアスと透明性の錯覚の関連 知識の呪縛仮説に基づく実験的検討

卒業研究 2024   着色文字と記憶の定着：色の嗜好性の影響について

服部 雅史
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卒業研究 2024   意思決定時の責任の大きさが選択、選択後の後悔に与える影響

卒業研究 2024   内的テンポと外的テンポの一致・不一致による感情と歩行の影響―不一致の程度に着目した検討―

卒業研究 2024 エージェントの振舞いがユーザの主観的評価に与える影響 ～擬人化の観点から

卒業研究 2024 問題状態ボトルネックにおける手がかり提示の効果： 応答時間・精度・メンタルワークロードの測定

卒業研究 2024 メタ認知的処理によって向上する創造性要因とメタ認知的処理が方略に与える影響の検討

卒業研究 2024   AI生成広告における広告訴求方法と広告製作者の開示が消費者に与える影響

卒業研究 2024 睡眠前のSNS利用が睡眠に与える影響ーー文章刺激のやり取りに注目してーー

卒業研究 2024     購買場面におけるナッジの効果に関する検討商品属性と意思決定におけるデフォルトオプションの影響

卒業研究 2024 先延ばしが課題時間の見積もりに与える影響

卒業研究 2024 ジャグリングの身体スキル学習における言語化の働き－－モーションキャプチャーを用いた実験的検討－－

卒業研究 2024 既視体験の認識が有無判断への影響

卒業研究 2024 共感性と援助行動の関連

卒業研究 2024 恋愛依存傾向における自尊心との関連性およびその性差の検討

卒業研究 2024 スマートフォン依存度とSNSの利用が後期青年の友人関係満足度に与える影響について

卒業研究 2024 現代大学生の友人関係形成・維持における傾向と友人関係機能性との関連―支援性と場の共有の観点から―

卒業研究 2024   大学生の恋人選択においてギャンブルが及ぼす影響       

卒業研究 2024 恋愛価値観－浮気と束縛の相関について－

卒業研究 2024 大学生のセクシュアルマイノリティに関する知識と考え方 ドラマの視聴数との関連性に着目して

卒業研究 2024 恋人間での束縛行動が恋愛満足度に与える影響について

卒業研究 2024 過去の家族との共食経験が大学生の自尊心の高低に与える影響

卒業研究 2024 大学生における見捨てられ不安とSNSでの対人関係の関連~LINEの使用に関する認知を通して~

卒業研究 2024 大学生の恋愛状況とアタッチメントスタイルの関連

卒業研究 2024 大学生の対人不安と対人場面における視線との関連について

卒業研究 2024 異性の友人が恋人へと移行する過程と心理的変化ーKJ法を用いた語りの分析ー

卒業研究 2024 大学生における理想自己と現実自己が就職活動に与える影響 ―２つの自己をめぐるズレと対処法略―

卒業研究 2024   若手教師におけるメンタルヘルスとワークライフバランスに関する質的研究

卒業研究 2024 愛着スタイルと友人関係機能の関連――青年期を対象として――

卒業研究 2024 特性ノスタルジアが時間的態度に与える影響―本来性を媒介要因として―

卒業研究 2024 楽観性・悲観性がコーピングを媒介して精神的健康に与える影響

卒業研究 2024 高齢者体験が大学生のエイジズムに及ぼす影響について

卒業研究 2024 アレキシサイミア傾向と精神的回復力，個人間感情制御能力の関連

卒業研究 2024 大学生における家族関係が主観的幸福感に及ぼす影響―過剰適応を媒介として―

卒業研究 2024 大学生における親の期待の受け止め方と完全主義との関連

卒業研究 2024 女子大学生における母娘関係の友達化の検討――幼少期の母娘関係・同性の友人関係の側面から――

卒業研究 2024 友人関係の感情的側面が大学適応感に及ぼす影響

林 勇吾
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卒業研究 2024   青年期女子の友人関係と友人満足感の関連―キャラと学校段階に着目して―

卒業研究 2024   拒絶に対する過敏性とセルフ・コンパッションが不安に及ぼす影響―セルフ・コンパッションの媒介効果に着目して―

卒業研究 2024     小・中学生期の家族内役割が青年期の過剰適応に与える影響―居場所とセルフ・コンパッションの調整効果に注目して―

卒業研究 2024       フィールドホッケー競技における心理的競技能力の差異―ポジション・性別・経験年数・レギュラーか否かの観点から―

卒業研究 2024 ビデオゲームの技術向上に行動的コーチングが及ぼす効果

卒業研究 2024
SNSの利用が痩身理想と摂食障害傾向に与える影響

Instagram、YouTube、TikTikを中心として

卒業研究 2024 スモールステップ方略による成功体験へのフィードバックと標的行動の強化：就職活動における効果について

卒業研究 2024 ゲーム要素の質的な分類に関する研究

卒業研究 2024 音楽を用いた脱感作法による緊張緩和効果の検討

卒業研究 2024 ゲーミフィケーションを用いた睡眠アプリ使用が睡眠時間に及ぼす効果の検討

卒業研究 2024 自己開示の深さと対人魅力の関係

卒業研究 2024 「ほめ日記」が大学生のウェルビーイングに与える影響

卒業研究 2024 デジタルゲームのジャンルと心理的ウェルビーイングの関連について

卒業研究 2024 大学生の課題遂行計画の宣言と賞賛が先延ばし行動に与える影響

卒業研究 2024 青年期における愛着と平等主義的性役割態度の関連

卒業研究 2024 青年期における見捨てられ不安が友人関係と恋愛スタイルに及ぼす影響

卒業研究 2024 性役割観と性行為観の関連

卒業研究 2024 親がうつ病である青年期の子どもたちに望まれるケア-当時の体験と現在持つ価値観についての語りを通して-

卒業研究 2024 セラピストの涙のプロセスに関する質的研究―対人プロセス想起法を用いて―

卒業研究 2024 両親・恋人に対する愛着が若者の性的価値観に及ぼす影響について

卒業研究 2024
自伝的記憶による感動体験の実態の分析

主体的感動体験と受動的感動体験に基づくインタビュー調査

卒業研究 2024
両親間葛藤認知と友人関係およびソーシャルスキルとの相関分析

青年期を対象として

卒業研究 2024 「寝そべり」が「寝そべり族」の精神健康に与える影響

卒業研究 2024 5歳児と養育者のスキンシップと被養育態度の関連－抱っこ要求に着目して－

卒業研究 2024 児童期後期における物語読書とマインドリーディングの関連―物語の対象年齢に着目して―

卒業研究 2024 幼児を育てる養育者の育児ストレスと養育態度の関連

卒業研究 2024 写真が青年の居場所感に与える影響

卒業研究 2024 幼児の仲間関係の発達的変化 遊び場面の行動観察を通して

卒業研究 2024 青年期における家族機能と対人ストレスの関連

卒業研究 2024 親の関わり方と学習場所が児童の学習動機づけに与える影響

卒業研究 2024 大学生の友人関係と心理的自立との関連

卒業研究 2024 幼児の自由遊び場面から見た遊びの展開とコミュニケーションの様相ーー2歳児と4・5歳児の比較ーー

卒業研究 2024 児童期の読書量および会話量が語彙発達に与える影響

卒業研究 2024 幼児の音楽的スキルと身体能力の関連

卒業研究 2024 高校生に対する外国映画を用いたリスニング指導が効力感と学習意欲ならびにリスニング不安に及ぼす影響

首藤 祐介

岩壁 茂

矢藤 優子
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卒業研究 2024
オンデマンド型授業における体制化方略の使用支援が学習技能と学業成績に与える影響 : －英単語学習を通じた主要5教科への波及効果の

検討－

卒業研究 2024 大学生におけるポジティブな課題価値とコストが学習の持続性に及ぼす影響－心理学部生の心理職希望者と非希望者を比較して－

卒業研究 2024 相互フィードバックがヴァイオリン演奏の技能に及ぼす影響──技能向上を目指す奏者を支援する発話──

卒業研究 2024 当事者の実体験を含む資料の閲読が同性愛者への受容感と嫌悪に与える影響

卒業研究 2024 学生相談室に対する「有益イメージ」の喚起が援助要請意図に及ぼす影響―リーフレット掲載情報に注目した検証―

卒業研究 2024 読解方略の使用は学生相談機関の利用説明文の理解度と援助要請意図を高めるか？

卒業研究 2024
「宿題は無理してやらなくていいよ」

――心理的リアクタンスの反発を用いたモチベーションを低下させない宿題の出し方の検討――

卒業研究 2024 大学生活における日常的ポジティブ体験がレジリエンス向上とストレス反応軽減に与える影響

卒業研究 2024 高校「倫理」授業における相互説明が心理学説の学習と俗説解消に及ぼす影響

卒業研究 2024
高校生における数学の用語説明文に対する構造方略の使用が数学理解度に与える影響

－学習技能を介した影響過程の検討－

卒業研究 2024 教え合い活動による動作学習の改善に及ぼす情動的共感性の影響

卒業研究 2024 大学生の公用文の理解と活用における要点を表す図表の役割―白書を用いて―

卒業研究 2024 大学生の統計学習にける仮想的説明の効果──仮想対象へのイメージに着目して──

卒業研究 2024 利益・コストの予期が大学生の援助要請意図に与える影響 ―卒業後の進路、将来の悩みに焦点をあてて―

卒業研究 2024 青年期における装いについての意識・行動とアイデンティティの関連性 主体性・被影響性に着目して

卒業研究 2024 被服行動に対するこだわりと心理的効用及び心理特性の関連性

卒業研究 2024 大学生における親の養育態度と自己・他者への信頼感及び援助要請スタイルとの関連性について

卒業研究 2024 RPG 経験の違いによる気分変化との関連性および療法への応用に向けた考察

卒業研究 2024 就職活動における心理的ストレスの要因とその対策 モチベーショングラフに注目して

卒業研究 2024 趣味や好きなものへの熱中度及び自分時間に対する態度と心理的ウェルビーイングの関連性

卒業研究 2024 女子大学生の自意識と生活場面における化粧意識の関連

卒業研究 2024 大学生におけるBig Fiveと社会的場面における緊張の関連性について

卒業研究 2024 両耳分離聴法の音楽聴取への応用検討

卒業研究 2024 被援助行動と恥, 罪悪感, 抑うつ感情との関連性について

卒業研究 2024 「投影ドラマ法」による表現の没頭度―演技経験者と未経験者の比較―

卒業研究 2024
マッチングアプリの利用と恋愛依存傾向の関連性

－マッチングアプリ利用の有無や男女差と恋愛依存傾向の関連－

卒業研究 2024 大学生における身体醜形懸念と人生満足度の関連性

卒業研究 2024
インターネット利用目的ごとの利用時間と，インターネット依存傾向および対人過敏傾向・自己優先志向それぞれとの関連性

――大学生を対象として――

卒業研究 2024
学校の不登校生徒への対応の実態と効果的な支援方法

学校組織に関わるSCとSSWの観点から

卒業研究 2024 大学生学園祭運営サークル活動の継続動機についての検討

卒業研究 2024 芸人の外見的魅力が漫才評価に与える影響

卒業研究 2024 舞台芸術は鑑賞する者にどのような影響を与えているのか：舞台芸術に魅力を感じる者同士の語り合いから

卒業研究 2024
社会的迷惑行為場面における観察者の感情の発生と心理的距離との検討

－観察者羞恥・怒り・悲しみ・不快感に着目して－

卒業研究 2024 人形をそばにおいて作業をするときに感じる応援される感覚について

卒業研究 2024 お笑いライブにおける参加形態の違いによる満足感について

山本 博樹

岡本 直子

川野 健治
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卒業研究 2024 カラオケ店における売り上げを伸ばすコミュニケーションの方法についての検討

卒業研究 2024 仲のよい 3人が持つ特徴とは: 大学生同士の対面場面を用いた主観的体験の変容

卒業研究 2024
心地よい接客が描く顧客の心理：

カフェにおけるホスピタリティの役割

卒業研究 2024 特別養護老人ホームで働く理学療法士の実態とはー利用者との関係構築・共感・業務上の困難に着目してー

卒業研究 2024 コミュニティがボランティア参加意欲に与える影響についてー文化的自己観の観点からの検討ー

卒業研究 2024
多様な人との関わりによるしんどさに対するサポート：

－まちの居場所のスタッフへのインタビュー調査から－

卒業研究 2024 短期留学が未来展望に与える影響 :TEM で描く変容に着目して

卒業研究 2024
 心理学的視点からみた成人式という文化の継承の文化的・社会的要因の検討

成人式における振袖選びの過程での家族関係の変容

卒業研究 2024
 対立問題を解決に導く葛藤の三層モデルの確立

「サン・チャイルド」をめぐる茨木市と福島市の意見対立の原因と解決策の検討

卒業研究 2024
 結婚（事実婚を含む）福島移住の意思決定プロセス

記号論的文化心理学アプローチ

卒業研究 2024 混合研究法による恋愛関係崩壊前後の恋愛観の変化：ダメ男との恋愛関係から抜け出す方法を明らかにする

卒業研究 2024 バーチャルYoutuberの生配信においてオープニング時に投稿されるチャットの内容と意図,変遷について

卒業研究 2024 奢りと性別の関連性について―KJ法による整理―

卒業研究 2024 ストレスフルイベントにおけるポジティブ志向の現れ方について

卒業研究 2024
錯視効果が他者との心理的距離に与える影響

IOS尺度を用いた認知バイアス緩和効果

卒業研究 2024
没入感と動機づけについて

～１人称と３人称視点の比較研究～

卒業研究 2024 ファンはなぜぬいにハマるのか

卒業研究 2024 音楽の聴取が単純作業の遂行に与える影響

卒業研究 2024 メディアに描かれた女性像の時代変化の内容分析

卒業研究 2024
 フェイクニュースにおける効果研究：

いいねと閲覧数が私たちに与える影響

卒業研究 2024 青年期における女性アイドルへの憧れ経験が自己に与える影響ー楽曲の歌詞に焦点を当ててー

卒業研究 2024 アイコンが訂正情報とデマ投稿に及ぼす影響――適切な訂正方法を模索する――

卒業研究 2024 ドラマ視聴に伴う他者のコメント閲覧タイミングと閲覧動機が満足度に与える影響

卒業研究 2024
自治体のアプローチ施策がふるさと意識に与える影響：

ふるさと納税制度の利用動機に着目して

卒業研究 2024 メディアの変化と漫才の変化-「つかみ」と短いコンテンツの普及に着目して-

卒業研究 2024
YouTube広告と動画の人物への印象に関する研究―広告の頻度とショット境界,参加者の神経症傾向が心理的リアクタンスに及ぼす影響に

着目して―

卒業研究 2024
 オンラインニュースに含まれる諸要因が読者評価に与える影響

-感情表現とコメント欄に着目して-

卒業研究 2024 ネット上の誤情報に対する懐疑的態度及び対処方法とネットリテラシーの関連性について

卒業研究 2024 大学生の自己受容感の形成過程と対人関係の関連

卒業研究 2024
大学女子チームの選手間コミュニケーションと凝集性について

―副主将の目線から―

卒業研究 2024
 チアリーディングのパフォーマンにおける緊張

その作用と対処法

卒業研究 2024 青年期におけるペットロスからの立ち直りプロセス

卒業研究 2024
 外国人留学生は日本留学をどのように経験するか

ー留学中の経験への意味づけに着目してー

卒業研究 2024 阪神・淡路大震災での死別経験者がPTGを獲得するプロセス

卒業研究 2024 青年期のSNS疲れによる影響

竇 雪

サトウ タツヤ

安田 裕子
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卒業研究 2024 アイドルファン心理における心理所有感の検討

卒業研究 2024 女子陸上ホッケー部における怪我からの立ち直りについて

卒業研究 2024
主尋問に代替される司法面接記録が証人の供述評価に与える影響

―反対尋問の効果に着目してー

卒業研究 2024 MGPによる加害者への心理的距離の操作が裁判員の量刑判断に与える影響

卒業研究 2024
被告人の精神疾患有無が量刑判断に及ぼす影響

―心理的距離や非人間化,厳罰志向性の観点より―

卒業研究 2024 犯罪不安とリスク認知による防犯行動への影響

卒業研究 2024 裁判員裁判における被告人の服装が裁判員の量刑判断に与える影響

卒業研究 2024
体験の有無が五感情報の発言数に与える影響

司法面接的手法による聴取

卒業研究 2024 裁判員の意思決定におけるメタ認知を応用したバイアス克服方法の検討

卒業研究 2024
司法面接対象者による証言の信用性について

司法面接に関する情報提示の影響

卒業研究 2024 性犯罪被害の告発時期が被害者と加害者への態度に与える影響

卒業研究 2024 災害映像視聴が感情喚起および防災行動促進に与える影響

卒業研究 2024 薬物を使用したレイプ事件の量刑判断における性別，文化，Rape Myth Acceptance，および薬物態度の影響：東アジア3カ国の比較研究

卒業研究 2024 不倫における素人と司法の慰謝料判断の差が社会的制裁意図に与える影響

卒業研究 2024 曲調の違いが作業効率に与える影響

卒業研究 2024 男性の化粧行動に対する意識調査

卒業研究 2024 個人と集団における音楽鑑賞が感情に与える影響の比較研究

卒業研究 2024 ペットへの愛着度が自己効力感に及ぼす影響

卒業研究 2024 ファッションが個々の特性や行動に与える影響

卒業研究 2024 修飾語の数が比喩表現の評価に与える影響

卒業研究 2024   コロナ禍以後の就職採用目的インターンシップの実施形式が与える 自己効力感・社会比較志向性への影響

卒業研究 2024   認知バイアスの経験頻度と回答例によるアンカリング：単色画像の印象評価課題を用いて

卒業研究 2024 関係性と応援の効果——達成動機への影響とその課題   ——

卒業研究 2024     嘘をつくことに対する否定的認識と嘘をついた時の内面の被知覚の分析～パーソナリティと親密度に着目して～

卒業研究 2024 大学生の就職活動場面における社会的比較・継時的比較と自己効力感の関連

卒業研究 2024   両性愛者として生きる～1人の男性の人生選択～

卒業研究 2024   人はなぜ違和感のあるビジュアル表現に惹かれるのかシュルレアリスム的表現が受け手の心理に与える影響

卒業研究 2024 『善悪の彼岸』における高貴な精神と不確実性

卒業研究 2024 ギャンブルの選択 TEMを通して見るパチスロにハマる経緯と回復

卒業研究 2024   カンボジア、シェムリアップでの学校教育機能低下要因の検討－ 要因に関するNGOの支援     －

卒業研究 2024 児童と関わる大学生・大学院生ボランティアのモチベーションと存在意義－団体の“居場所”としての役割－

卒業研究 2024     妖怪の位置づけの変容――百⿁夜行に焦点を当てて――

卒業研究 2024 岩手県沿岸の漁業におけるイルカ利用の現状――イルカと海を生きる――

卒業研究 2024 左利きから見る日本社会の変化――世代間における適応と社会的認識の歴史的変遷――

卒業研究 2024   民間型放課後児童クラブの独自性と指導員の意識――高松市所在のAクラブの事例から――

若林 宏輔

大石 衡聴

神島 裕子

澤野 美智子
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卒業研究 2024   奇跡の一本松の保存に対する被災者の感情と復興との関わり

卒業研究 2024     主婦の姿・役割・良妻賢母について食器からみる主婦の暮らしぶり

卒業研究 2024   就職活動において家庭が果たす役割の検討ー親子間でのやりとりに関する語りからー

卒業研究 2024     「映画を鑑賞することとは」――有料動画配信サービスと映画館での鑑賞の共通点・異なる点より――

卒業研究 2024 現代日本の若者の恋愛観――ロマンティック・ラブ・イデオロギーが変化した後で――

卒業研究 2024 ポジティブ心理学に基づくフロー心理状態の追求

卒業研究 2024 学生団体においてどのような要素が個人のモチベーションを高めるのか

卒業研究 2024     チャットコミュニケーションにおける名前の呼びかけメッセージがSNSエンゲージメントに与える影響

卒業研究 2024 楽観性と性格特性がリーダーシップ行動に与える影響

卒業研究 2024   職場の心理的安全性を高めるコミュニケーション

卒業研究 2024 大学生オーケストラにおいてレジリエンスが自己成⾧主導性に及ぼす効果に関する研究

卒業研究 2024 収入と出費額と幸福度との関連

卒業研究 2024 食品パッケージの背景色による購買意欲の変化

卒業研究 2024   食意識の程度によるナッジ効果：メニュー選択の場面において

卒業研究 2024 デフォルトナッジを用いた若年層の野菜摂取の促進

卒業研究 2024 勤勉性と目標達成度の関連について

卒業研究 2024 過去のサービスギャップの有無や援助要請態度の高低がナッジの効果に影響を与えるのか

卒業研究 2024 セルフコントロールがポイント利用行動に与える影響

卒業研究 2024 相互依存的自己理解度とバンドワゴン効果度の関係性

卒業研究 2024 自信過剰とセルフメディケーション行動の関連

卒業研究 2024     医療機関におけるナッジの活用オプトイン・オプトアウトの選択肢における意思決定者の反応

卒業研究 2024 時間的展望と損失回避性との関連

卒業研究 2024 バンドワゴン効果とギャンブル障害の関係性

卒業研究 2024   半知り場面における社交不安の評価への恐れと安全確保行動が社交不安に与える影響プロセス

卒業研究 2024     外国人留学生における志向性と異文化適応の関連―日本人学生との個人志向性・社会志向性の比較―

卒業研究 2024 心拍数が増大した際に癒しを与えるBPMは増大するか

森 知晴

吉 元洪

高橋 潔


